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創
刊
を
図
っ
て
い
た
。

一
九
四
二
年
の
春
、
田
村
俊
子
は
南
京
政
府
の
宣
伝
部
顧
問
を
務
め
る
草
野

心
平
を
訪
ね
、
日
本
総
領
事
館
嘱
託
の
身
分
と
南
京
政
府
か
ら
の
補
助
を
得
、

同
年
五
月
に
雑
誌
『
女
聲
』
を
創
刊
し
た
。
第
一
巻
第
三
期
以
降
奥
付
に
「
工

部
局
警
務
処
登
記
証
」と「
国
民
政
府
宣
伝
部
登
記
証
」（
第
三
巻
第
二
期
以
降
）

の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
南
京
政
府
か
ら
補
助
を
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
つ
ま
り
、
雑
誌
『
女
聲
』
は
日
本
軍
部
と
南
京
政
府
に
迎
合
す
る
プ
ロ
パ

カ
ン
ダ
雑
誌
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
行
研
究
が
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、『
女
聲
』
は
軍
部
と
政
府
に
追
従
す
る
雑
誌
と
し
て
の
性
格
を

逸
脱
す
る
要
素
も
含
ん
で
い
る
。
（
２
）『
女
聲
』
に
お
い
て
、
親
日
派
文
人
の
作
品

が
少
な
く
、
青
年
新
人
作
家
の
作
品
が
多
く
採
用
さ
れ
、
一
定
の
文
芸
性
が
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
女
聲
』
の
第
二
巻
第
十
二
期
の
「
先
聲
」（
巻
頭
言
に
あ

た
る
）
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
女
聲
』
が
創
刊
さ
れ
た
時
に
は
雑
誌

も
作
家
も
足
り
ず
、「「
砂
漠
」
と
い
う
言
葉
で
上
海
の
文
壇
を
形
容
し
た
人
さ

は
じ
め
に

一
九
三
七
年
八
月
の
第
二
次
上
海
事
変
後
、
上
海
市
民
は
戦
火
を
逃
れ
て
上

海
の
租
界
（
外
国
人
居
留
地
）
に
避
難
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
一
九
四
一
年

十
二
月
に
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
ま
で
の
期
間
は
、
中
国
で
は
「
孤
島
期
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
四
年
間
の
「
孤
島
期
」
に
、
急
に
大
量
の
資
金
と
労

働
力
が
上
海
租
界
に
集
ま
り
、
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
上
海
の
工
業
、
商
業
と
文

化
事
業
は
ま
た
た
く
ま
に
復
興
し
、
一
時
は
衰
退
し
て
い
た
出
版
業
も
再
び
活

況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
活
況
は
長
く
続
か
な
か
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
開
始
後
、
公
共
租
界
は
日
本
軍
に
接
収
さ
れ
、
上
海
全
体
は
日
本

軍
の
占
領
下
に
置
か
れ
た
。
厳
し
い
言
論
統
制
の
下
で
、
そ
れ
ま
で
出
版
さ
れ

た
雑
誌
は
ほ
と
ん
ど
が
廃
刊
と
な
り
、
上
海
の
文
壇
は
一
九
四
三
年
ま
で
静
か

な
闇
に
包
ま
れ
た
。
（
１
）

こ
の
時
期
、
対
支
文
化
宣
伝
事
業
の
た
め
に
、
日
本
軍
部

と
汪
精
衛
南
京
国
民
政
府
（
以
下
「
南
京
政
府
」）
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
雑
誌
の

張

　

　

　

　

　

備

︱ 

中
国
共
産
党
地
下
党
員
・
丁
景
唐
の
活
動
を
中
心
に 

︱

雑
誌
『
女
聲
』
と
い
う
場
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じ
る
呉
佩
珍
の
論
文
で
は
、「
俊
子
と
関
露
は
〈
女
性
解
放
〉、〈
反
戦
〉、〈
反

帝
国
主
義
〉
と
い
う
普
遍
性
を
認
識
」
（
６
）し

て
い
る
と
、述
べ
て
い
る
。
近
年
、『
女

聲
』の
内
容
を
見
る
論
文
が
現
れ
た
。『
女
聲
』の
読
者
投
稿
欄
に
当
た
る「
信
箱
」

を
紹
介
す
る
山
崎
真
紀
子
（
７
）

の
論
文
、『
女
聲
』
に
お
け
る
女
性
観
を
見
る
段
毅

琳
（
８
）

の
論
文
、
そ
し
て
『
女
聲
』
に
お
け
る
宮
沢
賢
治
の
作
品
を
考
察
す
る
頼
怡

真
（
９
）
の
論
文
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
女
聲
』の
執
筆
者
と
『
女
聲
』

の
内
容
に
関
す
る
研
究
は
ま
だ
少
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
中
国
人
作
家
と
そ
の

作
品
に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

一
方
、
丁
景
唐
を
は
じ
め
と
す
る
共
産
党
地
下
党
員
た
ち
に
言
及
し
て
い
る

研
究
に
お
い
て
、
彼
ら
の
『
女
聲
』
で
の
活
躍
は
関
露
の
介
入
と
結
び
つ
け
て

論
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
、
劉
建
輝
は
「
関
露
は
従
来
の
人
脈
と
そ

の
影
響
力
を
使
っ
て
、
巧
み
に
そ
の
作
家
た
ち
、
と
り
わ
け
一
部
の
左
翼
系
執

筆
者
を
『
女
聲
』
に
引
っ
張
り
込
み
、
彼
ら
と
連
携
し
て
田
村
の
雑
誌
刊
行
を

支
え
て
い
た
の
で
あ
る
」）

10
（

と
指
摘
し
て
い
る
。
丁
景
唐
本
人
も
晩
年
の
回
想
で
、

「
彼
女
（
関
露
、稿
者
注
）
が
投
稿
を
選
ぶ
時
に
は
、確
か
に
見
る
目
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
た
く
さ
ん
の
青
年
共
産
党
党
員
の
投
稿
が
『
女
聲
』
に
発
表
さ
れ

た
」）

11
（

と
述
べ
、関
露
が
投
稿
の
選
別
に
介
入
し
た
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

塗
暁
華
は
丁
景
唐
本
人
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
丁
景
唐
を
は
じ
め
と
す
る
地

下
党
員
の
基
本
情
報
と
『
女
聲
』
へ
の
投
稿
経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
丁
景
唐
の

文
章
を
い
く
つ
か
を
紹
介
し
た
。
し
か
し
、
丁
景
唐
の
作
品
へ
の
分
析
は
ま
だ

足
り
ず
、
た
だ
「
関
露
、
丁
景
唐
な
ど
の
進
歩
的
な
作
品
は
『
女
聲
』
の
誌
面

え
い
た
」、「
当
時
女
聲
は
砂
漠
の
花
だ
っ
た
」。
こ
の
よ
う
な
『
女
聲
』
の
性

格
を
考
え
る
際
、
一
つ
の
重
要
な
要
素
と
し
て
、
中
国
共
産
党
地
下
党
員
（
秘

密
党
員
）
の
参
入
は
無
視
で
き
な
い
。

雑
誌
『
女
聲
』
の
編
集
長
で
あ
る
俊
子
は
日
本
人
で
あ
る
が
、『
女
聲
』
は

華
字
婦
人
雑
誌
の
た
め
、
編
集
長
以
外
の
編
集
者
は
全
員
中
国
人
で
あ
る
。
そ

し
て
投
稿
者
も
ほ
ぼ
中
国
人
で
あ
る
。
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
事
実
だ
が
、
中

国
人
共
同
編
集
者
の
一
人
で
あ
る
関
露
は
、
日
本
の
情
報
収
集
を
お
こ
な
っ
た

り
日
本
共
産
党
に
連
絡
を
と
っ
た
り
す
る
目
的
で
派
遣
さ
れ
た
中
国
共
産
党
の

地
下
党
員
で
あ
る
。
ま
た
、
丁
景
唐
を
は
じ
め
と
す
る
『
女
聲
』
に
寄
稿
し
た

多
く
の
作
者
た
ち
も
同
じ
く
地
下
党
員
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
『
女
聲
』
の
研
究
者
た
ち
は
お
お
よ
そ
三
つ
の
方
向
か
ら
『
女

聲
』
を
研
究
し
て
き
た
。
ま
ず
『
女
聲
』
の
全
体
的
状
況
を
紹
介
す
る
研
究
者

と
し
て
、渡
辺
澄
子
や
塗
暁
華
（
３
）

が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
女
た
ち
の
研
究
に
よ
っ
て
、

『
女
聲
』
の
創
刊
経
緯
、
内
容
構
成
、
編
集
と
執
筆
者
の
状
況
な
ど
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、『
女
聲
』
の
基
本
情
報
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
研
究
者
た

ち
は
編
集
者
（
俊
子
と
関
露
）
と
『
女
聲
』
の
関
係
に
目
線
を
移
し
て
い
く
。

例
え
ば
、
劉
建
輝
は
、『
女
聲
』
の
成
功
は
「
単
に
俊
子
ら
の
執
念
と
努
力
だ

け
」
（
４
）
で
は
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
外
部
の
条
件
も
要
因
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

山
崎
真
紀
子
は
「
女
性
同
士
が
励
ま
し
あ
っ
て
お
の
れ
一
人
を
愛
す
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
媒
体
、そ
れ
が
俊
子
に
と
っ
て
の
『
女
声
』
だ
っ
た
」
（
５
）
と
、『
女
聲
』

と
俊
子
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
関
露
と
俊
子
の
関
係
を
論
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筆
者
た
ち
は
編
集
者
と
の
交
友
関
係
が
あ
っ
た
か
否
か
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
群

に
分
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
関
露
の
知
り
合
い
で
『
雑
誌
』
編
集
者
の
魯
風
、

俊
子
の
友
達
の
陶
晶
孫
な
ど
の
既
に
有
名
な
作
家（『
雑
誌
』『
風
雨
談
』『
万
象
』

な
ど
の
雑
誌
で
活
躍
し
て
い
た
作
家
が
多
い
）、
専
門
家
た
ち
の
寄
稿
は
、
お

そ
ら
く
編
集
者
の
依
頼
を
受
け
て
書
い
た
も
の
だ
ろ
う
。

加
え
て
、
単
純
に
原
稿
料
ま
た
は
趣
味
の
た
め
に
寄
稿
し
た
人
（
梅
林
、
堯

洛
川
な
ど
）
も
い
る
。
こ
れ
ら
の
執
筆
者
は
新
人
作
家
、
学
生
、
青
年
記
者
な

ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、『
女
聲
』
の
原
稿
料
は
他
の
雑
誌
よ

り
高
く
、
し
か
も
新
人
青
年
作
家
を
発
掘
す
る
た
め
に
懸
賞
小
説
を
三
回
開
催

し
た
た
め
、
他
の
雑
誌
よ
り
も
多
く
の
新
人
作
家
が
集
っ
た
。

次
は
親
日
派
の
文
人
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
日
本
軍
部

ま
た
は
南
京
政
府
の
文
化
宣
伝
事
業
に
参
与
し
た
り
、「
大
東
亜
政
策
」
を
宣

揚
し
た
り
す
る
た
め
に
雑
誌
で
活
躍
し
て
い
た
中
国
人
作
家
た
ち
の
集
ま
り
で

あ
る
。
周
作
人
、
柳
雨
生
、
張
資
平
、
路
易
士
、
荻
崖
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

周
作
人
が
「
女
性
と
読
書
」）

14
（

（「
女
子
与
読
書
」
第
二
巻
第
十
期
）
で
、「
投
稿

し
て
ほ
し
い
と
い
う
佐
藤
女
史
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
」
と
自
分
で
証
言

し
た
よ
う
に
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
執
筆
者
た
ち
の
投
稿
は
俊
子
が
依
頼
し
た
特

別
寄
稿
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
の
投
稿
は
他
の
グ
ル
ー
プ
と
比
べ
て
、
数
が

少
な
い
。

三
つ
目
は
日
本
人
作
者
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
雑
誌
『
女
聲
』
は
日
本
軍
部

の
援
助
で
作
ら
れ
た
雑
誌
で
、
そ
の
編
集
長
も
日
本
人
で
あ
る
以
上
、
日
本
人

を
多
く
占
め
、『
女
聲
』
を
当
時
上
海
に
生
き
る
地
下
党
員
た
ち
の
自
由
言
論

の
園
地
に
し
た
」）

12
（

と
、
地
下
党
側
の
働
き
を
評
価
す
る
に
と
ど
ま
り
、
俊
子
の

介
入
や
俊
子
と
丁
景
唐
の
関
係
は
看
過
さ
れ
て
い
る
。

果
た
し
て
、『
女
聲
』
に
お
い
て
、
共
産
党
地
下
党
員
た
ち
の
活
動
は
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
。『
女
聲
』
に
対
す
る
評
価
と
『
女
聲
』
の

性
格
は
、
彼
ら
の
投
稿
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。
そ
れ
ら
の
問
題

は
簡
単
に
は
結
論
付
け
ら
れ
な
い
が
、
本
稿
で
は
、『
女
聲
』
投
稿
者
の
丁
景

唐
を
分
析
対
象
と
し
て
、先
の
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
。
具
体
的
に
は
、

主
に
彼
が
『
女
聲
』
に
発
表
し
た
文
章
と
論
説
を
分
析
し
、
俊
子
と
の
関
係
に

触
れ
な
が
ら
、
地
下
共
産
党
員
た
ち
の
『
女
聲
』
に
お
け
る
活
動
を
明
ら
か
に

し
、『
女
聲
』
の
性
格
を
考
え
直
す
。

一
　『
女
聲
』
の
作
者
た
ち

中
国
側
の
研
究
で
は
、
日
本
占
領
下
の
上
海
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
文
芸
雑
誌

を
日
本
ま
た
は
南
京
政
府
か
ら
の
援
助
を
受
け
た
か
否
か
に
よ
っ
て
、
二
種
類

に
分
け
て
い
る
。『
女
聲
』
は
明
ら
か
に
前
者
で
あ
る
。
日
本
ま
た
は
南
京
政

府
の
援
助
を
受
け
て
い
た
文
芸
雑
誌
で
あ
れ
ば
、
だ
い
た
い
親
日
派
の
文
人
の

も
の
が
誌
面
の
大
半
を
飾
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
女
聲
』
は

次
の
よ
う
な
四
つ
の
執
筆
者
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。）

13
（

ま
ず
は
一
般
投
稿
者
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
執
筆
者
た
ち
は
明
確
な
政

治
的
立
場
が
な
い
（
ま
た
は
分
か
ら
な
い
）。
さ
ら
に
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
執
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党
員
を
拡
大
し
、
広
範
な
統
一
戦
線
を
結
成
し
て
、
出
来
る
範
囲
内
で
抗
日
思

想
を
宣
伝
し
よ
う
と
し
て
い
た
。）

16
（

当
時
上
海
に
残
っ
て
い
た
文
芸
雑
誌
で
は
、

「
大
東
亜
政
策
」
を
積
極
的
に
宣
伝
す
る
も
の
で
あ
れ
、
す
で
に
固
定
的
な
作

者
グ
ル
ー
プ
を
持
っ
て
い
た
も
の
で
あ
れ
、
共
産
党
地
下
党
員
た
ち
に
と
っ
て

は
投
稿
し
に
く
い
。
一
方
、
雑
誌
『
女
聲
』
は
婦
人
雑
誌
だ
と
は
言
っ
て
も
、

文
芸
欄
が
充
実
し
て
い
て
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
臭
が
薄
く
、
新
人
作
者
か
ら
の
投

稿
も
歓
迎
し
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
地
下
党
員
た
ち
の
注
目
を
集
め
た
。
実
際

に
『
女
聲
』
は
多
く
の
地
下
党
員
の
作
品
を
採
用
し
て
い
る
。

投
稿
が
最
も
多
い
丁
景
唐
以
外
に
は
、鐘
恕
（
微
萍
）、楊
志
誠
（
陸
洋
、修
嵋
、

嵋
、
洋
）、
陳
琳
（
羅
紋
、
羅
沈
）、
董
楽
山
（
麦
耶
、
史
蔕
華
）、
鮑
士
用
（
席

与
琳
、
席
明
）、
宇
文
洪
亮
、
李
冷
路
（
冷
路
）、
陳
嬗
忱
（
凱
勒
）、
陳
新
華
（
陳

聯
）、
楊
豊
（
揚
子
江
、
楊
鋒
）、
唐
敏
之
（
胡
生
権
）
な
ど
の
地
下
党
員
も
『
女

聲
』
に
投
稿
し
て
い
た
。

『
女
聲
』
に
お
け
る
共
産
党
地
下
党
員
の
投
稿
者
の
多
く
は
、
関
露
の
友
人

の
楊
豊
以
外
、
丁
景
唐
の
知
り
合
い
で
あ
る
。『
女
聲
』
に
投
稿
し
て
い
た
頃

の
丁
景
唐
は
ま
だ
上
海
光
華
大
学
中
文
系
の
大
学
生
で
、『
女
聲
』
に
投
稿
す

る
前
に
『
小
説
月
報
』
な
ど
の
雑
誌
を
編
緝
し
た
経
験
が
あ
る
。
彼
の
戦
友
も

二
十
代
前
後
の
青
年
が
多
く
、
職
業
は
主
に
教
員
、
学
生
、
記
者
と
職
員
で
あ

る
。
投
稿
者
で
は
、
女
性
の
方
が
多
い
が
、
男
性
も
少
な
く
は
な
い
。
丁
景
唐
、

董
楽
山
、
鮑
士
用
、
宇
文
洪
亮
、
李
冷
路
、
唐
敏
之
は
皆
男
性
で
あ
る
。
ま
た
、

丁
景
唐
自
身
が
証
言
し
て
い
る
よ
う
に
、『
女
聲
』
へ
投
稿
し
た
地
下
党
員
は

投
稿
者
の
出
現
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。『
女
聲
』
で
登
場
し
た
日
本
人
投
稿

者
は
村
尾
絢
子
や
小
宮
義
孝
が
挙
げ
ら
れ
る
。
村
尾
絢
子
は
若
い
画
家
で
、
俊

子
の
晩
年
の
友
達
で
あ
る
。阿
部
知
二
の「
花
影
」）

15
（

と
い
う
エ
ッ
セ
ー
に
よ
る
と
、

村
尾
は
俊
子
の
上
海
時
代
に
お
け
る
「
心
の
避
難
所
」
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
文

章
の
寄
稿
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
『
女
聲
』
の
挿
絵
を
担
当
し
た
。
も
う
一
人
の

小
宮
義
孝
は
寄
生
虫
学
者
で
あ
り
、
彼
が
投
稿
し
た
の
は
農
作
物
な
ど
に
つ
い

て
の
知
識
を
紹
介
す
る
「
稲
と
螟
虫
」（「
稲
和
螟
虫
」
第
二
巻
第
七
期
）
と
い

う
小
品
一
篇
で
あ
る
。
村
尾
と
小
宮
以
外
に
、
宮
沢
賢
治
、
火
野
葦
平
、
豊
島

与
志
雄
な
ど
の
日
本
人
作
家
も
『
女
聲
』
に
書
い
て
い
る
が
、
本
人
か
ら
の
投

稿
で
は
な
く
、
彼
ら
の
作
品
の
訳
文
を
載
せ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
故
に
彼
ら

は
『
女
聲
』
の
投
稿
者
と
は
呼
べ
な
い
。

そ
し
て
最
後
は
共
産
党
地
下
党
員
で
あ
る
。
中
国
共
産
党
の
地
下
党
は
も
と

も
と
一
九
二
七
年
四
・
一
二
事
件
後
、
国
民
党
の
特
務
機
構
に
対
抗
す
る
た
め

に
生
ま
れ
た
組
織
だ
が
、
日
中
戦
争
勃
発
後
、「
抗
日
反
蒋
」（「
蒋
」
は
蒋
介

石
を
指
す
）
が
最
も
主
要
な
闘
争
目
標
に
な
り
、
国
民
党
と
闘
争
し
な
が
ら
抗

日
運
動
を
展
開
し
て
い
た
。
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
、
上
海
の
共

産
党
地
下
党
が
国
民
党
に
よ
っ
て
粛
清
さ
れ
た
た
め
、
し
ば
ら
く
ほ
ぼ
全
滅
の

状
態
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
三
七
年
に
、
共
産
党
中
央
委
員
会
の
指
示
で
、
劉

暁
は
上
海
で
地
下
党
の
再
建
を
図
っ
た
。
一
九
四
一
年
十
二
月
、
上
海
が
日
本

軍
に
全
面
占
領
さ
れ
た
時
、
上
海
の
共
産
党
地
下
党
の
人
数
は
二
千
人
余
り
で

あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。残
っ
た
上
海
地
下
党
は
主
に
日
本
軍
の
情
報
を
収
集
し
、
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分
程
度
が
地
下
党
員
た
ち
の
投
稿
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
女
聲
』
に
お
け

る
地
下
党
員
の
投
稿
は
不
自
然
だ
と
言
え
る
ほ
ど
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

二
　
丁
景
唐
と
『
女
聲
』

先
に
も
述
べ
た
通
り
、
地
下
党
員
の
中
で
は
『
女
聲
』
へ
の
投
稿
は
丁
景
唐

の
も
の
が
最
も
多
い
。
そ
し
て
他
の
多
く
の
地
下
党
員
の
投
稿
者
は
彼
の
戦
友

で
あ
る
。
丁
景
唐
が
『
女
聲
』
に
最
初
に
投
稿
し
た
の
は
第
一
巻
第
八
期
で
、

鐘
恕
の
筆
名
「
微
萍
」
を
借
り
て
発
表
し
た
「
三
男
一
女
の
物
語
」（「
三
男
跟

一
女
」）
と
い
う
小
説
で
あ
る
。

丁
景
唐
の
全
体
的
な
投
稿
状
況
に
つ
い
て
、
塗
暁
華
は
次
の
よ
う
に
整
理
し

て
い
る
。彼

（
丁
景
唐
、
稿
者
注
）
は
歌
青
春
、
戈
慶
春
、
秦
月
、
辛
夕
照
、
楽

未
央
、
楽
無
恙
、
宗
叔
、
包
不
平
、
微
萍
（
同
僚
の
筆
名
を
借
り
た
）
な

ど
の
筆
名
を
使
い
、一
九
四
二
年
十
二
月
号
第
一
巻
第
八
期
か
ら
『
女
聲
』

で
文
章
を
発
表
し
は
じ
め
た
。
全
部
で
合
計
五
十
六
篇
、
そ
の
内
詩
歌
が

半
分
を
占
め
、
二
十
六
篇
が
あ
る
。
上
述
し
た
九
つ
の
筆
名
に
は
、
執
筆

内
容
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
の
使
い
分
け
が
あ
る
。
歌
青
春
は
主
に
詩
を
書

き
、
楽
未
央
、
楽
無
恙
は
学
術
論
文
を
書
く
。
丁
景
唐
が
『
女
聲
』
に
発

表
し
た
文
章
は
基
本
的
に
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
現

代
の
詩
歌
、
散
文
、
雑
文
、
小
説
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
古
典
文
学
、
詩

「
共
産
党
地
下
党
員
の
中
で
、
比
較
的
に
素
質
と
修
養
が
あ
り
、
創
作
技
能
の

高
い
」）

17
（

人
で
あ
る
。
な
お
、
共
産
党
地
下
党
員
た
ち
が
『
女
聲
』
に
投
稿
し
は

じ
め
た
の
は
、『
女
聲
』
の
第
一
巻
第
六
期
（
一
九
四
二
年
十
月
）
か
ら
で
あ
る
。

彼
ら
が
投
稿
し
た
作
品
で
最
初
に
発
表
さ
れ
た
の
は
、
鐘
恕
が
「
微
萍
」
と
い

う
筆
名
を
使
っ
て
書
い
た
短
編
小
説
「
青
色
の
恋
」（「
青
色
的
恋
」）
で
あ
る
。

『
女
聲
』
に
お
い
て
、
共
産
党
地
下
党
員
（
関
露
を
除
く
）
の
投
稿
は
、
百

編
ほ
ど
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
丁
景
唐
の
投
稿
は
五
十
六
編
（
そ
の
内
の
一
編
は

唐
敏
之
と
の
共
同
創
作
）
で
、
全
員
の
投
稿
数
の
半
分
を
超
え
て
い
る
。
丁
景

唐
の
投
稿
は
詩
と
評
論
が
一
番
多
く
、
董
楽
山
の
投
稿
は
全
部
劇
評
で
、
ほ
か

の
人
の
投
稿
は
ほ
ぼ
小
説
と
随
筆
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
中
、楊
志
誠
が「
陸

洋
」
と
い
う
筆
名
で
書
い
た
長
編
小
説
は
、『
女
聲
』
の
懸
賞
小
説
の
一
等
に

当
選
し
、
第
一
巻
第
十
期
か
ら
第
二
巻
第
一
期
ま
で
連
載
さ
れ
た
。

ま
た
、
地
下
党
員
た
ち
が
『
女
聲
』
に
投
稿
し
は
じ
め
て
か
ら
、
第
一
巻
第

七
期
と
第
四
巻
第
一
期
以
外
に
は
、
毎
月
の
『
女
聲
』
に
彼
ら
の
作
品
が
見
ら

れ
る
。
投
稿
の
数
か
ら
み
れ
ば
、
地
下
党
員
た
ち
の
投
稿
は
主
に
第
二
巻
に
集

中
し
て
い
る
。『
女
聲
』
は
創
刊
以
後
、
特
集
以
外
の
号
の
投
稿
は
だ
い
た
い

二
十
数
編
に
な
っ
て
い
る
が
、
第
三
巻
か
ら
は
十
数
編
に
ま
で
減
少
す
る
。
そ

の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
物
価
の
高
騰
に
よ
る
用
紙
の
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。）

18
（

第
三
巻
か
ら
の
地
下
党
員
た
ち
の
投
稿
の
減
少
も
そ
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
毎
号
の
投
稿
の
内
訳
は
、
お
よ
そ
半
分
が
編
集
者
か
編
集
者
関
係

者
（
親
日
派
文
人
、
日
本
人
作
者
）
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
残
り
の
投
稿
は
半
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く
知
ら
な
か
っ
た
。）

20
（

ゆ
え
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
丁
景
唐
は
関
露
が
投
稿
者

の
背
景
を
察
し
た
た
め
、
わ
ざ
と
地
下
党
員
た
ち
の
投
稿
を
多
く
採
用
し
た
と

思
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
行
研
究
に
よ
る
と
、『
女
聲
』
の
総
責
任
者
は
俊
子
で
あ
り
、

中
国
語
の
原
稿
で
さ
え
彼
女
が
最
後
に
見
て
か
ら
掲
載
を
決
め
て
い
た
の
だ
と

い
う
。
確
か
に
、
女
聲
社
が
太
平
洋
出
版
社
か
ら
独
立
し
た
後
、
物
価
も
高
騰

す
る
中
で
、
俊
子
は
資
金
集
め
と
資
材
の
調
達
の
た
め
に
東
奔
西
走
せ
ね
ば
な

ら
ず
、
後
期
の
『
女
聲
』
の
編
集
は
関
露
に
任
せ
た
と
こ
ろ
が
多
い
。
だ
が
、

丁
景
唐
た
ち
の
原
稿
掲
載
は
も
っ
と
早
い
段
階
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
関
露
が

投
稿
者
の
身
分
を
察
し
て
い
た
の
か
は
疑
わ
し
い
。

関
露
は
『
女
聲
』
の
編
集
者
と
し
て
、
主
に
評
論
欄
と
劇
評
欄
を
担
当
し
て

い
た
。
彼
女
の
書
い
た
評
論
に
は
、
性
の
自
立
と
解
放
を
呼
び
か
け
た
り
、
旧

来
の
女
性
解
放
の
問
題
や
女
性
を
抑
圧
す
る
社
会
制
度
を
指
摘
し
た
り
す
る

「
女
性
解
放
論
」
が
多
い
。
例
え
ば
、
創
刊
号
に
関
露
が
投
稿
し
た
「
若
い
女

性
達
の
欠
点
」（「
青
年
婦
女
的
缺
點
」）
で
は
、
現
代
の
青
年
女
性
に
は
「
一
、

虚
栄
心
が
あ
る
二
、
人
に
頼
る
考
え
が
あ
る
三
、
平
等
と
自
由
を
曲
解
し
て
い

る
」
と
い
う
三
つ
の
欠
点
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
女
性
は
真

の
解
放
が
欲
し
い
な
ら
、
ま
ず
は
刻
苦
勉
励
し
、
自
分
の
知
識
、
能
力
と
技
術

を
高
め
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
女
性
の
連
帯
関
係
を
強
調
し
、

女
性
の
就
職
と
経
済
的
な
自
立
に
関
心
を
示
す
関
露
の
姿
勢
は
、
俊
子
の
思
想

と
共
通
し
て
い
る
。
と
は
言
え
、「
東
亜
を
導
く
も
の
が
日
本
で
あ
る
な
ら
ば
、

歌
と
民
歌
を
大
量
に
参
照
し
て
書
い
た
文
章
で
、
主
に
圧
迫
さ
れ
て
い
る

中
国
女
性
の
た
め
に
訴
え
、
封
建
主
義
と
旧
中
国
の
暗
さ
を
非
難
す
る
こ

と
を
テ
ー
マ
と
し
、『
女
聲
』
の
数
多
く
の
評
論
の
中
で
奥
が
深
い
も
の

だ
と
言
え
よ
う
。）

19
（

当
時
の
上
海
で
は
日
本
と
南
京
政
府
に
よ
る
言
論
統
制
が
厳
し
か
っ
た
の

で
、
雑
誌
に
投
稿
す
る
時
に
は
、
共
産
党
地
下
党
員
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
投

稿
者
の
中
に
も
違
う
筆
名
を
使
っ
て
投
稿
す
る
人
が
多
か
っ
た
。丁
景
唐
は『
女

聲
』
で
九
つ
も
の
筆
名
を
使
っ
て
い
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
地
下
党
員
の
投
稿
は
第
三
巻
か
ら
減
少
す
る
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
と
い
っ
て
も
、
主
に
丁
景
唐
の
投
稿
が
減
少
し
た
の
で
あ
る
。
第
三
巻

第
一
期
で
発
表
さ
れ
た
「
目
の
疾
患
記
」（「
目
疾
記
」）
と
い
う
丁
景
唐
の
病

気
の
体
験
記
に
は
、「
こ
の
数
ヶ
月
、
目
の
病
気
に
邪
魔
さ
れ
、
長
い
間
文
章

を
書
い
て
な
か
っ
た
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
丁
景
唐
の
投
稿
の
減

少
は
、
前
節
に
述
べ
た
紙
価
の
暴
騰
以
外
に
、
彼
自
身
の
健
康
問
題
も
そ
の
原

因
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

俊
子
の
片
腕
の
関
露
は
、俊
子
以
外
の
編
集
者
の
中
で
は
一
番
深
く
『
女
聲
』

の
編
集
に
参
入
し
た
人
で
あ
る
。
彼
女
は
共
産
党
地
下
党
員
で
、
秘
密
の
任
務

を
受
け
て
女
聲
社
に
入
社
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
女
が
意
識
的
に
地
下
党
員
た

ち
の
投
稿
を
取
り
入
れ
た
と
考
え
る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

当
時
の
関
露
と
丁
景
唐
は
、
お
互
い
の
地
下
党
員
と
い
う
立
場
に
つ
い
て
、
全
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そ
ら
く
英
語
の
こ
と
を
指
す
、
俊
子
は
英
語
が
喋
れ
る
。
稿
者
注
）
で
答
え

ら
れ
な
い
の
は
遺
憾
だ
が
、
そ
の
温
か
い
心
遣
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
」
と
、
触

れ
て
い
る
。
丁
景
唐
の
娘
で
あ
る
丁
言
昭
の
証
言
に
よ
り
、
関
露
の
友
達
で
共

産
党
地
下
党
員
だ
っ
た
楊
豊
も
、
俊
子
に
原
稿
を
頼
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
。）

22
（

つ
ま
り
、
俊
子
は
自
分
か
ら
丁
景
唐
や
楊
豊
に
寄
稿
を
依
頼
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
関
露
一
人
が
独
断
で
丁
景
唐
た
ち
の
投
稿
を
選
ん
だ
と
は
考
え
に

く
い
。

三
　『
女
聲
』
に
お
け
る
丁
景
唐
の
作
品

『
女
聲
』
で
発
表
さ
れ
た
丁
景
唐
の
作
品
は
全
部
で
五
十
六
編
あ
る
。
詩
歌

が
一
番
多
く
二
十
六
編
で
、
そ
の
次
に
多
い
の
は
評
論
と
随
筆
（
小
品
文
、
随

想
、
感
想
な
ど
を
含
む
）
で
あ
る
。
小
説
と
翻
訳
作
品
は
少
な
く
、
二
つ
ず
つ

し
か
な
い
。
先
に
述
べ
た
通
り
、丁
景
唐
は
九
つ
の
筆
名
を
使
い
分
け
て
い
る
。

最
も
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
筆
名
は
歌
青
春
、
辛
夕
照
、
楽
未
央
、
楽
無
恙
で

あ
る
。
本
節
で
は
、
丁
景
唐
の
具
体
的
な
作
品
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、
ジ
ャ

ン
ル
ご
と
に
分
け
て
見
て
い
く
。

①
小
説

『
女
聲
』
で
発
表
さ
れ
た
丁
景
唐
の
小
説
は
二
つ
し
か
な
い
。
一
つ
は
第
一

巻
第
八
期
の
「
三
男
一
女
の
物
語
」
で
、
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
地
下
党
員

の
鐘
恕
の
筆
名
（
微
萍
）
を
借
り
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
丁

景
唐
と
唐
敏
之
と
共
同
で
書
い
た「
秀
ち
ゃ
ん
」（「
阿
秀
」第
三
巻
第
四
期
）で
、

東
亜
の
婦
人
を
導
く
も
の
は
日
本
の
婦
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」）
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と
主
張
し
、

中
国
の
労
働
階
級
の
女
性
よ
り
知
識
階
層
の
女
性
に
関
心
を
示
す
俊
子
は
、
地

下
党
員
た
ち
の
協
力
者
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

『
女
聲
』
の
創
刊
号
で
は
、「（
一
）
女
性
の
声
、（
二
）
女
性
の
た
め
の
声
、（
三
）

女
性
か
ら
の
声
」と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、第
二
巻
第
十
一
期
の「
余
聲
」

（
編
集
後
記
）
に
は
、「
読
者
か
ら
「
文
芸
欄
を
充
実
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
手

紙
が
来
た
。
本
雑
誌
の
編
集
者
た
ち
も
小
説
と
詩
な
ど
を
出
来
る
だ
け
多
く
掲

載
し
た
い
。
特
に
青
年
作
者
の
作
品
を
多
く
取
り
入
れ
た
い
」
と
、
青
年
作
者

を
歓
迎
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、『
女
聲
』
へ
投
稿
し

た
地
下
党
員
は
比
較
的
に
素
質
と
修
養
が
あ
る
人
で
あ
る
た
め
、『
女
聲
』
に

相
応
し
い
投
稿
者
だ
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
当
時
の
上
海
に
お
い
て
、
多
く
の

既
成
の
作
家
は
内
陸
の
都
市
へ
逃
げ
、
上
海
の
知
識
層
の
婦
人
も
少
な
く
な
っ

て
い
た
た
め
、『
女
聲
』
の
投
稿
基
準
に
満
た
す
投
稿
は
少
な
か
っ
た
と
言
え

よ
う
。
第
三
巻
第
二
期
の
「
先
聲
」
に
も
懸
賞
徴
文
で
は
な
か
な
か
い
い
投
稿

が
な
い
と
い
う
内
容
の
記
述
が
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
丁
景
唐
や
他
の
進

歩
的
思
想
を
持
っ
て
い
る
地
下
党
員
た
ち
の
投
稿
が
『
女
聲
』
に
た
く
さ
ん
採

用
さ
れ
た
の
は
ご
く
自
然
な
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
目
の
疾
患
記
」
で
、
丁
景
唐
は
俊
子
の
印
象
に
つ
い
て
「
左
俊
芝
（
俊
子

の
中
国
語
の
名
前
、
稿
者
注
）
と
会
う
た
び
に
、
彼
女
は
い
つ
も
熱
意
を
持
っ

て
、私
に
執
筆
の
依
頼
を
し
て
い
た
」、「
自
分
も
訥
弁
で
、第
三
者
の
言
葉
（
お
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不
平
等
の
問
題
を
暴
き
出
し
て
い
る
。
困
難
を
乗
り
越
え
て
生
き
延
び
よ
う
と

す
る
女
性
を
取
り
巻
く
理
不
尽
さ
に
深
く
同
情
す
る
作
者
の
気
持
ち
が
感
じ
取

れ
る
。

丁
景
唐
の
小
説
に
登
場
す
る
女
性
は
、
一
人
は
知
識
層
の
新
し
い
女
性
で
、

一
人
は
ま
だ
生
活
す
る
た
め
に
も
が
い
て
い
る
女
性
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の

小
説
は
ど
ち
ら
も
当
時
の
社
会
に
お
け
る
女
性
の
現
実
と
問
題
を
反
映
し
た
作

品
だ
と
言
え
る
。
し
か
し
、
抗
日
と
社
会
主
義
思
想
の
あ
る
作
品
だ
と
言
い
が

た
い
。

②
評
論
、
随
筆

丁
景
唐
の
評
論
は
、
陸
放
翁
か
ら
『
詩
経
』、『
論
語
』、「
二
十
四
孝
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
古
典
文
学
、
詩
歌
、
民
歌
を
題
材
に
し
て
い
る
。

「
詩
経
の
民
謡
に
お
け
る
女
性
の
生
活
と
恋
愛
、
結
婚
」（「
詩
経
民
歌
中
反

映
的
婦
女
生
活
・
恋
愛
・
結
婚
」
第
一
巻
第
十
一
期
）
で
は
、『
詩
経
』
の
中

の
具
体
的
な
詩
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
分
析
し
な
が
ら
今
の
女
性
の
生
活
状

況
と
比
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
国
の
最
初
の
女
性
詩
人
の
許
穆
夫
人
（
許
穆

公
の
妻
）
は
、
自
分
の
母
国
が
北
狄
に
襲
わ
れ
た
と
聞
き
、
母
国
を
救
う
べ
く

す
ぐ
に
一
人
で
国
へ
戻
る
。
丁
景
唐
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
昔
の
女
性
は
だ
い
た

い
「
爽
や
か
で
、
活
力
に
溢
れ
て
い
る
」
と
称
賛
し
て
い
る
。
女
性
の
恋
愛
に

つ
い
て
は
、「
詩
経
国
風
・
召
南
篇
」
の
「
摽
有
梅
」
な
ど
の
詩
を
あ
げ
な
が

ら
論
じ
て
い
る
。「
摽
ち
て
梅
有
り
、
其
の
実
七
つ
、
我
を
求
む
る
の
庶
士
、

其
の
吉
に
迨
ぶ
べ
し
」
と
い
う
詩
に
は
、
枝
に
残
っ
て
い
る
梅
の
実
か
ら
自
分

丁
景
唐
は
「
辛
夕
照
」
と
い
う
筆
名
を
使
っ
て
い
る
。

「
三
男
一
女
の
物
語
」
は
大
学
生
活
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
女
子
大
生
が

三
人
の
不
良
学
生
に
か
ら
か
わ
れ
、
交
際
を
求
め
ら
れ
る
。
女
子
大
生
は
、
三

人
を
同
時
に
同
じ
場
所
に
呼
び
出
し
、
数
時
間
待
た
せ
て
、
恥
を
か
か
せ
る
と

い
う
物
語
で
あ
る
。
こ
の
短
編
小
説
は
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
表
現
で
道
楽
学
生

の
行
為
を
諷
刺
す
る
こ
と
で
、
機
転
の
き
く
女
子
大
生
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出

し
て
い
る
。
ま
た
、
勉
学
に
集
中
し
、
向
上
心
が
あ
る
と
い
う
作
者
の
女
子
大

生
へ
の
期
待
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
丁
景
唐
も
大
学
生
で
あ
る
た
め
、

こ
の
作
品
は
彼
の
大
学
生
活
か
ら
素
材
を
得
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、「
秀
ち
ゃ
ん
」
で
は
「
走
単
幇
」）
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の
少
女
秀
ち
ゃ
ん
の
話
が
描
か
れ
る
。

実
家
に
戻
ろ
う
と
す
る
「
私
」
は
、
故
郷
と
上
海
を
往
復
し
て
雑
貨
を
販
売
す

る
秀
ち
ゃ
ん
と
偶
然
船
で
出
会
う
。
秀
ち
ゃ
ん
は
自
分
の
上
海
で
の
商
売
と
生

活
に
つ
い
て
「
私
」
に
語
り
、
会
話
を
す
る
う
ち
に
「
私
」
と
秀
ち
ゃ
ん
は
遠

縁
の
親
戚
だ
と
い
う
事
実
が
発
覚
す
る
。「
私
」
は
若
い
が
義
理
人
情
が
深
く
、

一
人
で
頑
張
り
続
け
る
秀
ち
ゃ
ん
に
好
感
を
持
ち
始
め
る
。
し
か
し
、
実
家
に

戻
っ
た
後
、母
親
か
ら
秀
ち
ゃ
ん
と
の
縁
談
が
あ
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て
、「
私
」

は
そ
れ
を
自
由
恋
愛
で
は
な
い
結
婚
だ
と
思
っ
て
断
っ
た
。
そ
の
後
、
秀
ち
ゃ

ん
は
上
海
に
戻
り
、
埠
頭
の
ギ
ャ
ン
グ
に
騙
さ
れ
、
危
う
く
売
ら
れ
て
し
ま
い

そ
う
に
な
る
。

当
時
の
上
海
の
社
会
情
勢
は
不
安
定
で
、
秀
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
少
女
は
た
く

さ
ん
い
た
。
こ
の
小
説
は
、
女
性
が
自
立
し
よ
う
と
す
る
時
に
直
面
す
る
男
女
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か
ら
離
婚
を
要
求
す
る
権
利
が
な
く
、
た
だ
「
聖
人
」
た
ち
が
自
分
の
自
己
中

心
の
離
縁
を
美
化
す
る
も
の
で
し
か
な
い
と
、
分
析
し
て
い
る
。

丁
景
唐
は
『
詩
経
』、『
礼
記
』
な
ど
の
文
献
の
ほ
か
に
は
、
朱
淑
真
、
秋
瑾

な
ど
旧
中
国
の
有
名
な
女
性
に
つ
い
て
も
『
女
聲
』
で
紹
介
し
て
い
る
。「
詩

人
秋
瑾
」（
第
三
巻
第
六
期
）
に
お
い
て
、
丁
景
唐
は
秋
瑾
の
詩
を
取
り
上
げ
、

彼
女
の
詩
に
お
け
る
二
つ
の
テ
ー
マ
、「
民
族
思
想
」
と
「
女
性
解
放
」
を
詳

し
く
分
析
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
宝
刀
歌
」
の
中
に
あ
る
、「
幾
番
か
首
を
回

ら
し
て
京
華
を
望
め
ば
、
亡
国
の
悲
歌
淚
涕
多
し
。
北
上
せ
る
聯
軍
八
国
の

衆
に
、
我
が
江
山
を
又
も
贈
送
す
」「
上
よ
り
我
が
祖
黄
帝
赫
赫
の
成
名
を
受

け
継
ぎ
、
一
洗
ぎ
す
数
千
数
百
年
国
史
の
奇
羞
を
」
と
い
う
よ
う
な
句
は
、
数

千
万
の
国
民
を
救
お
う
と
す
る
漢
民
族
た
ち
の
願
望
を
描
出
し
て
い
る
。
秋
瑾

の
詩
歌
は
、
男
性
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
も
勇
壮
豪
放
な
詩
歌
を
作
っ
て
、
国

の
た
め
に
力
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
文
章

の
最
後
に
、
丁
景
唐
は
「
秋
瑾
が
殉
難
し
て
か
ら
四
年
後
、「
辛
亥
」
が
来
た
。

秋
瑾
は
先
覚
者
の
喇
叭
を
吹
き
、
そ
の
音
は
空
高
く
響
き
わ
た
っ
て
、
深
く
眠

る
世
界
に
西
風
の
よ
う
に
火
を
つ
け
た
」
と
、
秋
瑾
を
漢
民
族
の
英
雄
と
し
て

高
く
評
価
し
て
い
る
。
丁
景
唐
は
戦
後
に
、「
私
た
ち
は
身
を
殺
し
て
仁
を
な

し
た
秋
瑾
に
仮
託
し
て
、
国
の
解
放
の
た
め
に
献
身
す
る
革
命
精
神
、
一
日
も

早
く
暗
い
統
治
を
倒
す
た
め
に
戦
い
続
け
る
こ
と
を
賛
美
す
る
。
夜
明
け
の
光

が
早
く
大
地
を
照
ら
す
こ
と
を
祈
る
」
と
、「
詩
人
秋
瑾
」
を
書
い
た
と
き
の

気
持
ち
を
吐
露
し
て
い
る
。）
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を
嫁
に
迎
え
て
く
れ
る
人
が
現
れ
な
い
状
況
を
連
想
し
て
焦
る
乙
女
の
気
持
ち

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
丁
景
唐
は
「
も
し
当
時
の
女
子
が
社
会

生
産
に
参
入
し
、
独
立
し
た
人
格
を
持
っ
て
な
け
れ
ば
、『
詩
経
』
の
中
の
自

由
恋
愛
を
求
め
る
女
子
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
描
か
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
」
と

述
べ
、女
性
が
自
立
し
て
労
働
参
加
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
考
え
は
、

女
性
の
経
済
独
立
と
自
立
を
不
断
に
読
者
に
呼
び
か
け
て
い
る
『
女
聲
』
の
主

張
と
も
合
致
し
て
い
る
。

ま
た
、
丁
景
唐
は
昔
の
女
性
の
結
婚
が
、
今
の
女
性
よ
り
は
る
か
に
不
自
由

で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。「
陸
放
翁
の
離
縁
話
」（
上
・
下
）（「
陸
放

翁
出
妻
事
蹟
考
」（
上
・
下
）第
二
巻
第
四
、六
期
）と「
妻
と
の
離
縁
話
」（
上
・

下
）（「
出
妻
史
話
」（
上
・
下
）
第
二
巻
第
八
、九
期
）
は
、
陸
放
翁
、
孔
子
、

孟
子
が
妻
を
離
縁
す
る
話
を
も
と
に
、
今
の
結
婚
制
度
と
法
律
を
反
省
し
た
文

章
で
あ
る
。『
礼
記
』
に
は
、
孔
子
に
家
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
妻
が
亡
く
な
っ

た
時
に
、
息
子
で
あ
る
伯
魚
が
慟
哭
す
る
と
、
孔
子
が
「
母
の
死
に
悲
し
み
す

ぎ
だ
」
と
叱
責
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
孔
子
の
理
屈
で
は
、
離
縁
さ
れ
た

妻
は
自
分
の
妻
で
は
な
く
な
る
の
で
、
息
子
の
母
で
も
な
い
は
ず
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
古
代
で
は
「
三
不
去
七
出
」
と
い
う
、
離
婚
す
べ
き
七
つ
の
原
因

と
離
婚
を
制
限
で
き
る
三
つ
の
条
件
を
表
し
た
教
え
が
あ
る
。
丁
景
唐
は
、「
三

不
去
七
出
」の
本
質
に
つ
い
て
、「
七
出
」の
原
因
は
七
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

適
当
に
理
由
を
作
り
こ
の
七
つ
の
原
因
に
当
て
は
め
て
、
妻
を
捨
て
る
こ
と
は

簡
単
で
あ
る
し
、「
三
不
去
」
が
あ
る
と
言
っ
て
も
、
実
際
に
は
女
子
は
自
分
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境
な
ど
を
描
い
た
、
人
を
感
動
さ
せ
る
小
品
文
だ
と
言
え
る
。
他
に
、
作
者
自

身
の
日
常
と
感
想
を
語
る
も
の
と
し
て
、「
信
箱
」
の
読
者
へ
の
答
え
と
し
て

書
い
た
自
分
の
創
作
経
験
談
で
あ
る「
自
省
」（「
我
的
自
省
」第
二
巻
第
八
期
）、

病
気
に
な
っ
た
時
の
思
考
を
述
べ
る
「
目
の
疾
患
記
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

③
詩
歌

丁
景
唐
の
全
て
の
投
稿
の
中
で
は
、
詩
歌
が
一
番
多
い
。
彼
の
詩
歌
は
『
女

聲
』
に
発
表
さ
れ
た
詩
歌
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。
詩
は
内
容
に
よ
っ
て
、
お

お
よ
そ
五
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
は
、
国
や
国
民
を
憂
い
、
現
実
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
丁
景
唐
の

詩
は
彼
の
評
論
、
小
説
な
ど
に
比
べ
、
現
実
批
判
と
諷
刺
の
表
現
が
よ
り
鮮
明

に
み
え
る
。
代
表
的
な
の
は
「
捨
て
ら
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
」（「
棄
嬰
」
第
一
巻
第

十
期
）
と
「
雁
」（
第
二
巻
第
六
期
）
で
あ
る
。「
捨
て
ら
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
」
は

第
三
者
の
視
点
か
ら
、
あ
る
捨
て
ら
れ
た
赤
ん
坊
の
話
を
語
っ
て
い
る
。「
小

さ
い
命
が
　
湿
っ
ぽ
い
隅
で
こ
わ
ば
っ
て
、
壁
の
き
わ
に
生
き
る
苔
み
た
い

に
」、「
あ
ー
あ
、
世
界
は
こ
ん
な
に
大
き
い
の
に
、
き
み
に
自
由
に
呼
吸
さ

せ
な
い
な
ん
て
」
と
、
捨
て
ら
れ
た
赤
ん
坊
の
遭
遇
に
同
情
を
寄
せ
て
い
る
。

そ
し
て
、「
今
の
時
期
に
、
き
み
を
育
て
る
な
ん
て
で
き
る
わ
け
が
な
い
、
き
み
、

小
さ
い
命
が
ど
う
や
っ
て
、
世
間
の
悲
惨
、
米
屋
の
入
り
口
で
の
長
い
行
列
を

理
解
す
る
の
か
」
と
い
う
よ
う
に
、
赤
ん
坊
が
捨
て
ら
れ
る
原
因
は
不
穏
な
社

会
情
勢
に
よ
る
貧
困
層
の
拡
大
に
あ
る
と
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
ま
た
、「
雁
」

は
、
杜
甫
の
「
旧
国
霜
前
に
白
雁
来
た
る
」
と
い
う
詩
句
を
素
材
に
し
て
書
か

当
時
の
上
海
文
壇
で
は
、
厳
し
い
検
閲
を
避
け
る
た
め
に
、
作
家
た
ち
は
古

典
の
話
を
使
っ
て
現
代
を
諷
刺
し
た
り
、
政
治
の
話
を
避
け
て
恋
愛
話
や
都
市

の
退
廃
的
風
俗
を
描
い
た
り
し
て
い
た
。
丁
景
唐
の
評
論
も
、
古
典
に
つ
い
て

説
明
し
な
が
ら
、
封
建
制
度
と
男
女
不
平
等
と
い
っ
た
旧
思
想
を
批
判
し
て
い

る
。
第
二
巻
第
七
期
の
『
女
聲
』
の
「
先
聲
」
に
は
、「
楽
未
央
は
中
国
の
古

典
文
学
詩
歌
を
幅
広
く
読
ん
で
い
る
作
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
決
し
て
た

だ
の
「
秀
才
」
で
は
な
い
。
彼
は
現
代
人
の
頭
で
古
代
の
書
籍
を
読
む
こ
と
が

で
き
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
つ
ま
り
、『
女
聲
』
の
編
集
者
は
丁
景
唐
の

創
作
方
向
を
認
め
て
い
た
。た
だ
し
注
意
す
べ
き
点
は
、は
じ
め
の
頃
の『
女
聲
』

に
お
い
て
、
丁
景
唐
の
評
論
は
女
性
解
放
の
問
題
に
集
中
し
て
い
る
が
、
次
第

に
「
詩
人
秋
瑾
」
の
よ
う
に
女
性
の
問
題
を
民
族
の
解
放
と
繋
い
で
言
っ
て
い

る
と
い
う
点
で
あ
る
。

一
方
、
丁
景
唐
の
評
論
以
外
の
随
筆
な
ど
は
、
主
に
彼
の
生
活
と
創
作
に
つ

な
が
る
内
容
で
、
女
性
解
放
と
の
関
連
性
は
評
論
よ
り
薄
い
。
例
え
ば
、「
之

江
学
校
の
思
い
出
」（「
寒
窗
瑣
語
憶
之
江
」
第
一
巻
第
十
期
）
は
丁
景
唐
が
母

校
の
之
江
大
学
に
よ
せ
た
随
筆
で
、
之
江
大
学
の
明
る
く
て
自
由
な
校
風
が
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
子
供
達
と
の
生
活
」（「
生
活
在
孩
子
群
間
」
第
二

巻
第
四
期
）
に
お
い
て
は
、
丁
景
唐
が
病
気
の
友
人
の
代
わ
り
に
学
校
で
数
ヶ

月
間
授
業
を
教
え
た
経
験
が
語
ら
れ
る
。
も
と
も
と
子
供
が
苦
手
だ
っ
た
彼
は

数
ヶ
月
の
間
に
、
子
供
た
ち
と
す
っ
か
り
仲
良
く
な
り
、
最
後
に
離
れ
る
と
き

に
非
常
に
悲
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。
子
供
た
ち
の
天
真
爛
漫
と
貧
し
い
生
活
環
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る
も
の
が
多
い
。「
春
の
日
」（「
春
日
雑
詩
」）、「
我
が
愛
」（「
我
愛
」）、「
開

学
」、「
向
日
葵
」
な
ど
は
こ
の
類
に
属
す
る
。「
汗
を
土
地
に
染
み
込
ま
せ
よ

う
！ 

生
命
の
太
陽
の
前
で
、
胸
を
張
っ
て
、
歌
を
歌
っ
て
、「
前
に
進
め
！ 

彷

徨
う
な
…
…
」足
並
み
を
そ
ろ
え
て
、春
と
肩
を
並
べ
て
、前
へ
進
ん
で
い
く
！
」

（「
春
日
雑
詩
」
第
一
巻
第
八
期
）、「
心
の
底
に
あ
る
矛
盾
の
戦
場
で
、
私
は
私

利
に
勝
ち
、
金
色
の
太
陽
の
前
で
、
理
性
の
剣
を
振
っ
て
、
霧
の
よ
う
な
青
い

煙
を
切
る
、
手
を
振
っ
て
：

―
「
さ
ら
ば
、
親
愛
な
る
友
よ
」」（「
陽
光
」
第

二
巻
第
一
期
）
な
ど
の
詩
句
か
ら
は
、
理
想
や
光
を
追
い
、
確
固
た
る
信
念
を

持
っ
て
揺
る
ぎ
な
く
前
に
進
む
明
る
い
青
年
の
心
が
見
え
て
く
る
。
ま
た
、「
向

日
葵
」（
第
二
巻
第
六
期
）
は
、「
野
生
の
向
日
葵
は
、
生
ま
れ
つ
き
の
強
情
な

性
格

―
鋼
で
鋳
造
さ
れ
た
脊
椎
。
荒
野
の
中
、
闇
を
引
き
受
け
、
風
雨
の
中
、

強
が
っ
て
戦
う
」
と
い
う
意
思
が
強
く
、
前
向
き
の
向
日
葵
の
イ
メ
ー
ジ
を
生

み
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
向
日
葵
は
、「
風
雨
の
中
、
弱
音
を
吐
か
ず
に

戦
う
。
倒
せ
な
い
の
は
、
そ
の
太
陽
に
向
け
る
情
熱
な
心
」
を
持
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
丁
景
唐
は
、
そ
の
詩
を
通
し
て
、
国
を
解
放
す
る
た
め
に
地
下
で
戦

い
続
け
る
地
下
党
員
た
ち
の
決
心
を
表
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
自
己
主
張
の
強
い
詩
歌
以
外
に
は
、
日
常
生
活
や
風
景
に
つ
い
て
の

詩
歌
も
い
く
つ
か
書
い
て
い
る
。
例
え
ば
、「
南
方
に
て
」（「
在
南
方
」、
第
二

巻
第
四
期
）
は
草
原
、
夕
日
、
霞
、
炊
煙
な
ど
、
南
方
の
郊
外
の
の
ど
か
な
景

色
を
描
い
て
い
る
。「
窓
」（「
窗
」第
二
巻
第
十
二
期
）に
は
、三
月
の
朝
の
春
霧
、

春
風
と
教
室
の
風
景
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。「
友
情
の
草
」（「
友
情
草
ー
有
贈
」

れ
て
い
る
。
そ
の
詩
句
「
旧
国
霜
前
に
白
雁
来
た
る
」
は
「
九
日
」
と
い
う
重

陽
の
日
に
作
っ
た
詩
で
あ
り
、
杜
甫
は
こ
の
日
に
高
い
台
に
登
り
、
家
族
と
故

郷
を
思
い
、兵
乱
と
自
分
の
老
衰
を
嘆
い
た
。「
雁
」
で
は
、「
果
て
し
な
く
広
々

と
し
た
空
に
は
雁
の
群
れ
が
飛
ん
で
い
て
、漠
北
か
ら
秋
風
を
連
れ
て
き
た
が
、

北
國
か
ら
の
便
り
は
持
っ
て
こ
な
い
」
と
、「
九
日
」
と
同
じ
よ
う
な
国
を
憂

え
る
感
情
が
漂
っ
て
お
り
、
読
者
に
戦
争
中
の
中
国
の
現
状
を
思
わ
せ
る
。

二
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、
青
春
の
息
吹
と
未
来
へ
の
希
望
を
感
じ
さ
せ
る
詩
で

あ
る
。
一
九
四
五
年
三
月
に
、
丁
景
唐
は
初
め
て
の
詩
集
『
星
の
夢
』（『
星
底

夢
』）
を
自
費
出
版
し
た
。『
女
聲
』
の
第
四
巻
第
二
期
に
は
そ
の
詩
集
の
広
告

と
関
露
が
書
い
た
書
評
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。関
露
は
丁
景
唐
の
詩
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

「
藍
色
の
海
」、「
凧
と
小
さ
な
草
」、「
桃
色
の
雲
」、「
陽
光
」
と
い
う
い

く
つ
か
の
詩
は
、命
の
リ
ズ
ム
で
暖
か
さ
と
美
の
感
覚
を
私
た
ち
に
与
え
た
。

し
か
し
こ
れ
は
「
星
の
夢
」
の
最
も
素
晴
ら
し
い
点
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。「
星
の
夢
」と
い
う
詩
集
に
お
い
て
、私
た
ち
の
興
味
と
情
熱
を
も
っ

と
呼
び
起
こ
さ
せ
る
の
は
、
作
者
の
火
、
光
、
白
昼
、
明
日
と
太
陽
に
対

す
る
追
求
と
、
そ
の
く
い
と
め
ら
れ
な
い
力
強
い
生
命
力
で
あ
る
。）

25
（

前
述
し
た
通
り
、『
女
聲
』
時
代
の
丁
景
唐
は
ま
だ
大
学
生
で
あ
る
。
彼
の

詩
歌
に
は
、
関
露
が
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
、
青
春
の
力
と
希
望
を
感
じ
さ
せ
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ろ
が
多
い
と
は
言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、『
女
聲
』
の
全
体
の
運
営
を
担
当
し
、

そ
し
て
自
ら
地
下
党
員
に
投
稿
を
頼
ん
で
い
た
俊
子
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
や

は
り
関
露
の
介
入
だ
け
で
な
く
、
俊
子
自
身
が
地
下
党
員
た
ち
の
投
稿
を
『
女

聲
』
に
取
り
入
れ
た
と
把
握
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
丁
景
唐
の
投
稿
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
確
か
に
反
戦
思
想
と
社
会
主

義
思
想
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
文
章
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
体
か
ら
み

れ
ば
彼
は
関
露
と
同
じ
よ
う
に
主
に
女
性
解
放
思
想
に
関
係
す
る
文
章
を
多
く

書
い
た
。
ま
た
、
丁
景
唐
の
文
章
を
見
る
と
、
反
日
思
想
と
社
会
主
義
思
想
は

あ
ま
り
目
立
た
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
日
本
占
領
下
の
「
淪
陥
期
文
学
」で
は
、

中
国
作
家
た
ち
は
検
閲
を
避
け
る
た
め
に
、
よ
く
「
言
与
不
言
之
間
」（「
語
る

と
語
ら
ざ
る
と
の
間
」）
と
い
う
表
現
手
法
を
使
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
直
接

に
反
戦
反
日
の
文
章
は
書
け
な
い
の
で
、
一
見
し
て
政
治
と
無
関
係
な
古
典
や

通
俗
文
学
、あ
る
い
は
暗
喩
な
ど
の
表
現
の
な
か
に
言
外
の
意
を
隠
し
て
い
た
。

丁
景
唐
と
地
下
党
員
た
ち
も
そ
の
表
現
手
法
を
使
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
地

下
党
員
た
ち
が
進
歩
的
な
文
章
を
た
く
さ
ん
投
稿
し
た
こ
と
は
評
価
す
べ
き
だ

が
、
そ
の
程
度
の
表
現
で
、『
女
聲
』
は
「
地
下
党
員
た
ち
の
自
由
言
論
園
地
」

に
さ
れ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
部
分
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
丁
景
唐

の
文
章
が
伝
わ
る
思
想
は
俊
子
の
「
何
て
い
や
な
戦
争
な
ん
で
し
ょ
う
」）

26
（

と
嘆

き
、「（
日
本
が
）
支
那
大
陸
に
現
在
進
出
し
つ
ゝ
あ
る
も
の
は
最
も
非
文
化
的

な
面
ば
か
り
で
あ
る
」）

27
（

と
批
判
す
る
思
想
と
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

女
性
集
団
の
連
帯
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
『
女
聲
』
の
主
旨
か
ら
も
離
れ
て
い

第
三
巻
第
十
一
期
）
は
、
丁
景
唐
が
友
人
に
対
し
て
、
自
分
の
創
作
に
お
け
る

沈
黙
に
つ
い
て
答
え
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
四
つ
目
と
五
つ
目
の
テ
ー
マ
は
「
女
性
」
と
「
子
供
」
で
あ
る
。

女
性
を
描
く
詩
と
し
て
は
、「
敏
子
よ
、
ま
だ
若
い
」（「
敏
子
、
你
還
正
年
青
」

第
一
巻
第
九
期
）
と
「
女
だ
よ
、見
間
違
え
な
い
で
」（「
別
看
錯
我
是
個
女
子
」

第
三
巻
第
九
期
）
が
代
表
的
で
あ
る
。
前
者
は
「
敏
子
」
と
い
う
女
性
の
友
人

の
口
ぶ
り
で
、再
会
の
喜
び
と
彼
女
へ
の
励
ま
し
の
言
葉
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

「
女
だ
よ
、
見
間
違
え
な
い
で
」
で
、
女
性
を
弄
ん
だ
り
、
辱
め
た
り
す
る
金

持
ち
の
道
楽
息
子
を
諷
刺
し
、「
女
性
は
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
主
張
す
る

詩
で
あ
る
。
子
供
を
素
材
に
し
た
詩
は
、「
星
の
夢
」（
第
二
巻
第
八
期
）
と
「
雨

の
日
」（「
雨
天
」
第
四
巻
第
二
期
）
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
子
供
の
純
真
無
垢
な

心
と
天
真
爛
漫
さ
を
描
き
、
子
供
の
未
来
へ
の
期
待
を
伝
え
る
作
品
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、『
女
聲
』
に
お
け
る
丁
景
唐
を
は
じ
め
と
し
た
共
産
党
地
下
党
員
の

参
入
状
況
と
丁
景
唐
の
具
体
的
な
投
稿
内
容
を
確
認
し
て
き
た
。
地
下
党
員
た

ち
の
投
稿
は
『
女
聲
』
の
外
部
か
ら
の
投
稿
の
半
分
ぐ
ら
い
を
占
め
、『
女
聲
』

の
誌
面
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
た
背
後
に
は
、
青
年
作
家
が
不
足
で
あ
る
現
状
と
「
で
き
る
だ
け
青
年
作

家
を
発
掘
し
た
い
」
と
い
う
『
女
聲
』
の
理
念
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
も

無
視
で
き
な
い
。
ま
た
、
後
期
の
『
女
聲
』
の
編
集
は
関
露
に
任
さ
れ
た
と
こ
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声
」
に
つ
い
て
」（『
文
学
』
第
五
十
六
号
、
一
九
八
八
年
三
月
）、
塗
暁
華
『
上
海
淪

陥
時
期
「
女
聲
」
雑
誌
研
究
』（
中
国
伝
媒
大
学
、
二
〇
一
四
年
）

（
４
）
劉
建
輝
「
日
本
占
領
下
の
上
海
文
壇

―
田
村
俊
子
の
足
跡
を
中
心
に
」（『
上
海

一
〇
〇
年
日
中
文
化
交
流
の
場
所
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

（
５
）
山
崎
真
紀
子
「
田
村
（
佐
藤
）
俊
子
、
行
為
体
と
し
て
の
『
女
声
』
創
刊
―
川
か
ら

海
へ
―
」（『
札
幌
大
学
総
合
研
究
』
第
六
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
６
）
呉
佩
珍
「
上
海
時
代
（
一
九
四
二
―
五
）
の
佐
藤
（
田
村
）
俊
子
と
中
国
女
性
作

家
関
露

―
中
国
語
女
性
雑
誌
『
女
聲
』
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
比
較
文
学
』
第

四
十
五
号
、
二
〇
〇
三
年
）

（
７
）
山
崎
真
紀
子
「
田
村
（
佐
藤
）
俊
子
に
お
け
る
『
女
声
』
―
「
信
箱
」「
余
声
」
を

中
心
に
ー
」（
上
・
下
）（『
札
幌
大
学
総
合
研
究
』第
七
、八
号
、二
〇
一
五
年
十
二
月
、

二
〇
一
六
年
三
月
）、「
田
村
（
佐
藤
）
俊
子
か
ら
左
俊
芝
へ
、
戦
時
下
・
上
海
『
女

声
』
に
お
け
る
信
箱
：「
私
た
ち
」
の
声
の
ゆ
く
え
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
二
〇
五
号
、

二
〇
一
七
年
二
月
）

（
８
）
段
毅
琳
「
日
本
占
領
時
期
の
「
女
聲
」
雑
誌
に
見
る
女
性
観
の
研
究

―
普
及
活
動

の
連
携
形
態
と
課
題
」（『
常
磐
台
人
間
文
化
論
叢
』
第
三
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）

（
９
）
頼
怡
真
「
中
国
雑
誌
「
女
声
」
の
文
芸
欄
を
め
ぐ
っ
て
：
宮
沢
賢
治
の
「
注
文
の
多

い
料
理
店
」
を
中
心
に
」（『
九
大
日
文
』
第
二
十
号
、
二
〇
一
二
年
十
月
）、「
中
国

雑
誌
「
女
声
」
文
芸
欄
再
論
：
上
海
で
掲
載
さ
れ
る
宮
沢
賢
治
テ
ク
ス
ト
」（『
九
大

日
文
』
第
二
十
四
号
、
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
10
）
注
４
に
同
じ

（
11
）
丁
景
唐
「
関
露
同
志
与
「
女
聲
」」（『
関
露
啊
関
露
』
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）

六
十
五
頁

（
12
）
塗
暁
華
『
上
海
淪
陥
時
期
「
女
聲
」
雑
誌
研
究
』（
中
国
伝
媒
大
学
、
二
〇
一
四
年
）

五
十
五
頁

（
13
）
注
12
に
同
じ

な
い
。
関
露
を
含
む
地
下
党
員
た
ち
の
投
稿
が
『
女
聲
』
の
主
旨
、
俊
子
の
婦

人
解
放
思
想
と
合
致
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
関
露
が
わ
ざ

と
丁
景
唐
た
ち
の
文
章
を
選
ん
だ
と
言
う
よ
り
も
、
俊
子
が
「
社
会
主
義
を
匂

わ
す
」部
分
を
大
目
に
見
て
い
た
と
言
う
ほ
う
が
実
際
に
近
い
の
で
は
な
い
か
。

俊
子
は
共
産
党
地
下
活
動
の
協
力
者
だ
と
は
言
え
な
い
が
、
丁
景
唐
が
回
想）
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し
た
よ
う
に
、『
女
聲
』
と
い
う
場
が
な
け
れ
ば
、
彼
は
思
う
存
分
に
詩
歌
を

創
作
で
き
な
か
っ
た
し
、
青
年
の
地
下
党
員
た
ち
も
あ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
投

稿
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
軍
部
と
国
民
政
府
を
バ
ッ
ク

に
し
た
雑
誌
で
、
そ
し
て
婦
人
雑
誌
で
あ
っ
た
た
め
、『
女
聲
』
で
の
言
論
は

そ
こ
ま
で
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、『
女
聲
』
は

当
時
の
上
海
に
い
る
進
歩
的
な
青
年
作
者
を
発
掘
し
、
女
性
読
者
を
繋
げ
る
場

所
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
た
。
前
述
し
た
通
り
、
一
九
四
二
年
頃
の
上

海
文
壇
の
土
は
「
砂
漠
」
と
形
容
で
き
る
ほ
ど
や
せ
て
い
た
。『
女
聲
』
は
そ

の
編
集
者
が
述
べ
た
よ
う
に
、「
砂
漠
の
花
」
だ
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ

の
花
を
守
っ
た
り
育
て
た
り
し
て
い
た
の
は
、
俊
子
で
あ
っ
た
。

注（
１
）
陳
青
生
『
抗
戦
時
期
の
上
海
文
学
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
。

（
２
）
渡
辺
澄
子
「
田
村
俊
子
の
「
女
声
」
に
つ
い
て
」（『
文
学
』
第
五
十
六
号
、

一
九
八
八
年
三
月
）

（
３
）
渡
辺
澄
子
「
佐
藤
（
田
村
）
俊
子
と
『
女
聲
』」（『
昭
和
文
学
研
究
』〈
人
文
科
学
〉

第
十
七
号
、
十
八
号
、
一
九
八
八
年
七
月
、
一
九
八
九
年
二
月
）「
田
村
俊
子
の
「
女
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（
14
）
本
稿
に
お
け
る
『
女
聲
』
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
の
タ
イ
ト
ル
の
日
本
語
訳
は
劉
英
順

の
「
田
村
俊
子
主
宰
『
女
聲
』
の
総
目
次
（
翻
訳
）」（『
国
文
目
白
』
第
四
十
三
号
、

二
〇
〇
四
年
二
月
）
を
参
照
。

（
15
）
阿
部
知
二
「
花
影
―
田
舎
へ
の
手
紙
―
」（『
文
学
界
』
一
九
四
九
年
六
月
）

（
16
）
劉
曉
『
党
史
資
料
叢
刊
』第
一
緝
（
上
海
人
民
出
版
社
、一
九
七
九
年
）、注
12
を
参
照
。

（
17
）
注
11
に
同
じ

（
18
）
物
価
の
高
騰
の
影
響
で
、『
女
聲
』
の
単
価
は
創
刊
号
の
一
元
か
ら
第
三
巻
第
一
期

の
二
十
元
、
さ
ら
に
第
四
巻
第
二
期
の
二
千
元
ま
で
上
が
っ
て
し
ま
う
。
編
集
者
は

「
余
聲
」
で
数
回
も
紙
の
価
格
の
高
さ
と
出
版
の
難
し
さ
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

（
19
）
注
12
に
同
じ
、
百
五
十
六
頁

（
20
）
注
12
に
同
じ

（
21
）
佐
藤
俊
子
「
国
民
再
組
織
と
婦
人
の
問
題
」（『
婦
人
公
論
』
一
九
三
九
年
四
月
）

（
22
）
丁
言
昭
「
関
露
的
編
輯
生
涯
」（『
関
露
啊
関
露
』
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）

（
23
）
走
単
幇
：

い
く
つ
か
の
と
こ
ろ
を
往
復
し
、
各
地
の
不
足
し
て
い
る
物
資
を
販
売

す
る
商
売
を
や
る
こ
と
。

（
24
）
注
12
に
同
じ
、
百
五
十
九
頁

（
25
）
夢
茵
「
読
了
「
星
底
夢
」」（『
女
聲
』
第
四
巻
第
二
期
、
一
九
四
五
年
七
月
）
夢
茵

は
関
露
の
筆
名
の
一
つ
で
あ
る
。

（
26
）
注
15
に
同
じ

（
27
）
佐
藤
俊
子
「
知
識
層
の
婦
人
に
望
む
　
日
支
婦
人
の
真
の
親
和
」（『
婦
人
公
論
』

一
九
三
九
年
三
月
）

（
28
）
注
12
に
同
じ

付
記
　
雑
誌
『
女
聲
』
と
中
国
語
文
献
の
引
用
の
日
本
語
訳
は
全
て
拙
訳
に
よ
る
。

―
ち
ょ
う
・
び
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
―


